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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,596 5.5 △164 ― △229 ― △237 ―
22年3月期第2四半期 2,460 △20.2 △175 ― △220 ― △500 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △34.48 ―
22年3月期第2四半期 △72.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 8,583 6,488 75.6 940.34
22年3月期 9,217 6,856 74.4 993.72

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  6,488百万円 22年3月期  6,856百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 
（予想）

― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 12.4 100 105.5 30 334.5 10 ― 1.45



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務
諸表に対する四半期レビュー手続中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 6,908,350株 22年3月期 6,908,350株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q 8,218株 22年3月期 8,070株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 6,900,229株 22年3月期2Q 6,900,280株



  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ………………………………………… ２ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………… ２ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………… ２ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………… ２ 

2. その他の情報 …………………………………………………………………………… ３ 

(1) 重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………… ３ 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………… ３ 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………… ３ 

3. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………… ４ 

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………… ４ 

(2) 四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………… ６ 

(3) 継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………… ７ 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………… ７ 

  

○添付資料の目次

㈱光波(6876)　平成23年３月期　第２四半期決算短信

1



当第２四半期における当社グループを取り巻く経済環境は、新興国を中心とする海外経済が順調に
推移したことにより、外需を中心に経済の下支えとなったものの、国内においては、景気刺激策や金
融緩和策を打ち出したにもかかわらず、失業率は依然高水準のままであり、個人の消費意欲が回復せ
ず、国内市場中心の企業にとっては極めて厳しい展開となりました。 
 こうした環境下、自動販売機関連製品は、猛暑により飲料消費量はコンビニエンスストアを中心に
増加したものの、景気の先行き不透明感から、飲料メーカーが投資に慎重であったことにより、売上
は伸長するまでには至りませんでした。また、アミューズメント向け関連製品は、デフレの影響によ
り、引き続きお客様（遊技機メーカー）の新企画が後倒しとなり、売上が低迷しました。また、照明
関連製品は、「省エネ照明=LED照明」という流れが加速したものの、海外勢を含め新規参入が相次ぎ
価格競争が始まり、売上は期初計画水準まで届きませんでした。一方、表示器関連製品は、新興国市
場向けを中心とする産業機器が好調であったことから、表示器関連製品の売上は期初計画を大きく上
回りました。 
 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,596,244千円と前年同四半期と比べ135,465千円
（5.5％）の増収となりました。営業損失は164,343千円（前年同四半期は175,655千円の営業損
失）、経常損失は229,796千円（前年同四半期は220,035千円の経常損失）、四半期純損失は237,914
千円（前年同四半期は500,352千円の四半期純損失）となりました。 

  

（資産） 
流動資産は、前連結会計年度末に比べて、8.1％減少し、5,907,115千円となりました。これは主
として、現金及び預金が316,110千円減少したこと、受取手形及び売掛金が411,971千円減少したこ
と、一方で商品及び製品が215,631千円増加したことによるものです。 
 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、4.1％減少し、2,676,591千円となりました。これは、
投資有価証券が時価評価の下落により19,421千円減少したことなどによるものです。 
 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、6.9％減少し、8,583,707千円となりました。

  
（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、8.7％減少し、1,716,737千円となりました。これは主
として、支払手形及び買掛金が243,320千円減少したこと、一方で短期借入金が125,280千円増加し
たことによるものです。 
 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、21.1％減少し、378,517千円となりました。これは主
として、役員退職慰労金の支払い等によりその他の固定負債が102,649千円減少したことによるも
のです。 
 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、11.2％減少し、2,095,255千円となりまし
た。 

  
（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、5.4％減少し、6,488,451千円となりました。これは
主として、四半期純損失の計上、剰余金の配当により利益剰余金が341,418千円減少したことによ
るものです。 

  

日本経済は、経済対策効果および企業収益の改善によりゆるやかな回復基調にあるとの見方がある
ものの、デフレ解消までには時間を要するものと考えられ、国内市場が中心の当社製品群への設備投
資は大幅な回復は難しいことが想定され、第３四半期以降の大幅かつ急激な景気回復を見込むことが
難しい状況にあります。 
 そのような厳しい環境ではありますが、自動販売機関連製品では省エネ、ひいては地球環境に配慮
する観点から、次年度機種からLED照明を採用する機運も高まっております。また、アミューズメン
ト関連製品では、新企画の開始時期と繁忙期が重なることもあり、順調に推移するものと予測してい
ます。 
 また、景気回復のめど、為替の動向等、先行きは不透明な状況ではありますが、当連結会計年度
（平成23年３月期）の業績見通しにつきましては、売上高6,500,000千円、営業利益100,000千円、経
常利益30,000千円、当期純利益10,000千円を見込んでおります。 
 なお、当業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであ
り、為替等のリスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は様々な要素により、業績予想とは大
きく異なり、業績予想について見直しが必要と判断した場合には速やかに開示いたします。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

簡便な会計処理 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。  

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に

与える影響はありません。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額はありませ

ん。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,283,948 2,600,059

受取手形及び売掛金 1,728,614 2,140,586

商品及び製品 784,540 568,909

仕掛品 131,048 93,635

原材料及び貯蔵品 674,567 720,627

繰延税金資産 141,891 141,376

その他 162,527 164,937

貸倒引当金 △23 △3,348

流動資産合計 5,907,115 6,426,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,284,276 1,300,130

減価償却累計額 △628,840 △616,608

建物及び構築物（純額） 655,435 683,521

機械装置及び運搬具 1,817,126 1,939,938

減価償却累計額 △1,542,342 △1,604,010

機械装置及び運搬具（純額） 274,784 335,928

土地 890,087 890,087

リース資産 3,114 －

減価償却累計額 △311 －

リース資産（純額） 2,802 －

建設仮勘定 7,402 415

その他 907,409 921,316

減価償却累計額 △817,087 △819,447

その他（純額） 90,321 101,869

有形固定資産合計 1,920,834 2,011,822

無形固定資産 14,281 32,270

投資その他の資産

投資有価証券 195,856 215,278

繰延税金資産 159,744 147,980

その他 407,497 405,077

貸倒引当金 △21,622 △21,622

投資その他の資産合計 741,475 746,714

固定資産合計 2,676,591 2,790,807

資産合計 8,583,707 9,217,590
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 879,594 1,122,914

短期借入金 523,280 398,000

未払法人税等 13,716 14,250

賞与引当金 83,653 84,100

その他 216,493 261,732

流動負債合計 1,716,737 1,880,998

固定負債

長期借入金 － 9,000

退職給付引当金 319,992 309,251

繰延税金負債 5,174 5,400

その他 53,350 156,000

固定負債合計 378,517 479,652

負債合計 2,095,255 2,360,650

純資産の部

株主資本

資本金 3,331,726 3,331,726

資本剰余金 3,287,362 3,287,362

利益剰余金 55,215 396,633

自己株式 △10,750 △10,627

株主資本合計 6,663,553 7,005,095

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 23,558 37,170

為替換算調整勘定 △198,660 △185,325

評価・換算差額等合計 △175,102 △148,154

純資産合計 6,488,451 6,856,940

負債純資産合計 8,583,707 9,217,590
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,460,778 2,596,244

売上原価 1,974,829 2,090,849

売上総利益 485,949 505,394

販売費及び一般管理費 661,604 669,737

営業損失（△） △175,655 △164,343

営業外収益

受取利息 238 838

受取配当金 1,685 3,011

不動産賃貸料 4,088 4,825

その他 7,228 3,345

営業外収益合計 13,240 12,020

営業外費用

支払利息 3,570 2,712

売上割引 － 4,173

持分法による投資損失 30,711 －

為替差損 17,192 61,895

その他 6,146 8,693

営業外費用合計 57,620 77,474

経常損失（△） △220,035 △229,796

特別利益

固定資産売却益 － 469

貸倒引当金戻入額 6,726 3,325

特別利益合計 6,726 3,795

特別損失

減損損失 139,901 －

固定資産除却損 1,458 193

特別退職金 60,225 －

早期割増退職金 1,632 －

たな卸資産評価損 67,569 －

その他 28,112 －

特別損失合計 298,899 193

税金等調整前四半期純損失（△） △512,208 △226,194

法人税、住民税及び事業税 8,164 9,155

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税額 △36,063 1,699

過年度法人税等 － 3,800

法人税等調整額 16,043 △2,935

法人税等合計 △11,855 11,719

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △237,914

四半期純損失（△） △500,352 △237,914
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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